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授（情報工学科）とアイシン精機（株）の山内康仁

取締役社長の講演が行われた。

　平田教授は「生体の柔軟な運動制御を実現する脳

内情報処理」と題して、生体に備わった本来の優れ

た運動制御法を学び、ロボット制御等の工学的応用

を実現するために、さまざまな動物実験から計算機

シミュレーションに至る最近の研究について発表が

あった。

　また、山内氏は平成17年 5月までトヨタ自動車

（株）で生産技術部門の役員を務めておられ「トヨ

タのグローバル戦略」について講演された。その内

容は真のグローバル化についてであり、「世界中ど

こで作っても、同じ高品質のものが出来なければ真

のグローバル化とはいえない。そのためには工場運

営の考え方、設備・型のあり方、技能教育の考え方

など総合的に解決しなければならない」と多くの実

践事例をもとに話され、トヨタグループの徹底した

ものづくり思想とグローバル戦略が伝えられた。

　講演会終了後、PSホールで講師を囲んで懇親会

も開かれた。

FD推進委員会主催
第9回FDフォーラム

　12月7日に大学531講義室でFD推進委員会主催

の第9回FDフォーラムが開催され、南山大学総合

政策学部総合政策学科教授の宇田光氏による講演が

行われた。「私語撲滅への挑戦―当日ブリーフレ

知県内の大学・短期大学の理事長、学長、広報担当

者ら200人あまりが参加した。

　シンポジウムに先立ち、同委員会委員長でもある

大学の三浦昌夫学監があいさつに立ち、「昭和40年

に14大学・8短期大学でスタートした本委員会も現

在では49大学・28短期大学にまで大きくなりまし

た。関東・関西にも負けない愛知県の私立大学をPR

していきたいと思います」と述べた。引き続き、河

村建夫元文部科学大臣が登壇し、「大学改革のある

べき姿」と題した基調講演が行われた。

　シンポジウムは、清成忠男前法政大学総長兼理事

長、天野郁夫国立大学財務・経営センター研究部長、

河村氏がパネリスト、小出宣昭中日新聞社常務取締

役編集担当をコーディネーターとして「競争時代の

私立大学勝ち残り戦略」と題し、開催された。

　シンポジウム終了後、会場を移して記念演奏会が

行われ、中国琵琶奏者で本学大学院国際人間学研究

科博士後期課程2年の宗 さんによる演奏を楽し

んだ後、懇親会が開かれた。

（財）日比科学技術振興財団
公開講演会を大学で開催

　12月7日午後、大学の2号館2階の中会議室で（財）

日比科学技術振興財団の公開講演会が開かれ、教職

員、学生、外部から100人あまりの聴講者が集まっ

た。（財）日比科学技術振興財団の宮田正臣事務局

長からあいさつをいただいたあと、大学の平田豊教

あいさつをする三浦学監

山内氏による講演会
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情報科学研究所特別講演会が行われ、87人が参加し

た。講師は日本アイ・ビー・エム（株）ソフトウェ

ア開発研究所でアーキテクト主任プロジェクトリー

ダーの槌谷一氏。演題は「コンピュータによる意味

処理を目指して― SemanticWeb および Ontology に

関する技術動向」。

　近年、爆発的に情報量が増えつつあるWebでは検

索技術の改善が望まれており、SemanticWeb や On-

tology という技術が注目を浴びているという。この

検索システムは文字列の単なる組合せを超えた人間

の自然言語を用いて情報の意味レベルの蓄積や分析

を機械に行わせているもので、槌谷氏はこのアプ

ローチによる具体的な成果や問題点、各種ツールや

進行中のプロジェクトを事例を交えて解説した。

生産技術開発センター
研究発表会

　12月5日、午後1時30分から大学7号館3階ファ

カルティルームで、生産技術開発センターの研究発

表会が学内外の関係者約50人が出席して開催され

た。同センターは昭和63年4月に発足以来、産業界

と協力して生産技術に関する研究を進めている。今

年度は「表面改質技術」にテーマを絞って研究発表

を行った。内容は次のとおり（敬称略）。

特別講演：「摩擦現象を応用した表面改質・表面

　　　　　  創成」

　　名古屋大学大学院工学研究科教授　篠田　剛

研究報告1：「新開発ショットピーニングによる溶

　　　　　  接継手の表面及び疲労特性の改善」

ポート方式（BRD）による講義改革―」という刺激

的なテーマということもあってか、参加者は90人を

超えた。

　宇田氏の提案は、従来の講義に代えて、学生によ

るレポート執筆を授業の中心に据えるという画期的

なものである。BRD方式では、授業は、①今日のテー

マを確かめる「確認」の時間（5分）、②教科書など

を参照して内容について考える「構想」の時間（20

分）、③教員の説明を聞く「情報収集」の時間（40

分）、そして④実際にレポートを書く「執筆」の時

間（25分）の4つの部分で構成され、学生は、与え

られたテーマについて授業内にレポートを完成させ

ることを要求される。宇田氏によれば、この方式を

用いることによって、学生の集中度が増し、私語は

劇的に減るとのことである。また、受講生に対して

行ったアンケートの結果を見ても多くはBRD方式

に好意的であり、通常の講義との比較という点で

は、実に7割以上の受講生が、BRD方式を支持した

とのことであった。

　講演の後には、活発な質疑応答がなされ、授業改

善に対する先生方の熱意が感じられる大変「熱い」

フォーラムであった。

（大学教育研究センター副センター長　

　　　　　　　　　　　　　　　教授　大門正幸）

情報科学研究所特別講演会

　大学521講義室で11月 30日午後3時 10分から、

講
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盛況だったFDフォーラム


